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   A case of pathological dilation of seminal vesicle is presented. A 18-year-old male was admitted 
to our hospital with the complaints of gross hematuria and discomfortation of the scrotum. IVP 
and abdominal CT scan revealed the left aplastic kideny, and ultrasound, vesiculography, and 
pelvic CT scan revealed markedly dilated bilateral seminal vesicles without filling defects. The 
level of serum  CAI9-9 was 390 u/ml, which was extremely high. After resection of dilated seminal 
vesicles, it returned to the normal range (37 u/ml). 
   Sixty six cases of pathological dilation of seminal vesicle were collected from the Japanese 
literature. No cases showing a high level of serum CA19-9 have been reported in Japan. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 37: 775-777,1991)










































































(Fig.41t).酵素抗 体 法 に よ るCAI9-9染 色 で は,
円柱 上 皮細 胞 内に 茶 褐 色 の穎 粒 と して 染 ま っ て い る
(Fig.4rt.).
術 後 血 中CA19-9は 正 常 値(37u/mDに 低 下 し外
来 に て経 過 観 察 中 で あ る.術 後 の 精 液量 は,0・5ml,















病理組織学的所見 ・H-E染色では,壁 は薄 く粘膜
面は一層の円柱上皮でおおわれており粘膜下は炎症細
胞浸潤が強 くみられ,悪 性所 見は認められなかった
考 察
1,精 嚢異 常拡 張 症 に つ い て
精 嚢 にお け る嚢 胞性 疾 患 の 記 載 は,欧 米 で はSmi-
thi>らが,hydroceleoftheseminalvesicleとし
て1872年に,本 邦 に お い て は1939年中 尾2)らが 巨大 ナ
ル 精 嚢 嚢 腫 ノ1例 を 報 告 した の には じま り,松 岡3》ら
が1977年まで に38例を,谷 川 らが松 岡4)らの報 告 以来
1985年まで に9例 を,入 澤5)らが その 後 の 報告18例を
集 計 して お り,今 回 自験 例 を 加 え66例に つ い て 考察 を
加 えた.
本 邦 に お け る精 嚢嚢 胞 ・異 常 拡 張を 示 す 病 態 につ い
て松 岡 らは 以 下 の3つ に 分 類 して い る.
1)truecyst;精路 と交 通 が な く,精 嚢 造 影 上 描 出
され ない もの
2)pseudocyst;精路 末 梢 側 に通 過 障 害 また は 閉 塞を
きた し精 嚢 全 体 が拡 張 した もの
3)diverticulosis;精路 と交通 が あ り,精 路 に 通 過障
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